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建学の理念
○建学の精神
　「諸学の基礎は哲学にあり」　「独立自活」　「知徳兼全」
○東洋大学の教育理念
【自分の哲学を持つ】
　多様な価値観を学習し理解するとともに、自己の哲学（人生観・世界観）を持つ人間を育成する。
【本質に迫って深く考える】
　先入観や偏見にとらわれず、物事の本質に迫る仕方で、論理的・体系的に深く考える人間を育成する。
【主体的に社会の課題に取り組む】
　社会の課題に自主的・主体的に取組み、よき人間関係を築いていける人間を育成する。
○東洋大学の心
【他者のために自己を磨く】
　自分を磨くのは、人々のためにはたらくことができるようになるためであり、そのことを自覚して
学業に励むのが東洋大学の心である。
【活動の中で奮闘する】
　現実社会における活動の中にどこまでも前進してやまないのが、東洋大学の心である。

　東洋大学は、明治20（1887）年、哲学者・井上円了が創設した「私立哲学館」によってその歴史が
始まりました。円了は幕末の安政5（1858）年、越後国長岡藩西組浦村（現在の新潟県長岡市浦）のお
寺の長男として生まれ、明治14年、設立間もない東京大学文学部哲学科にただひとりの1年生として入
学しました。勉学を通して「洋の東西を問わず、真理は哲学にあり」と確信します。当時のわが国は
欧米文化至上主義の時代で、円了は西洋化に踊らされる日本を憂えていたと思われます。ここでいう
哲学とは、「万物の原理を探り、その原理を定める学問」であり、それは観念的演繹的な哲学ではなく、
事実と実証に基づく哲学であるという点が強調されました。
　円了は創立前に「哲学はあらゆる事物の原理を定める学問であります。政治、法律はもとより科学
や芸術まで、その根底には哲学がなくてはなりません」と述べています。この考えから明治20年「私
立哲学館」という哲学専修の私立学校を創立しました。これが現在の東洋大学の前身にあたります。
　円了が教育で目指した哲学は、いわゆる「哲学者」の養成ではなく、思想や精神を錬磨する術（すべ）
であり、他に応用する能力も身につけなければならないものであると説いています。
　哲学という言葉が初めて使われた明治時代から、哲学の欠如が問われている現在までの125年以上に
わたり、東洋大学も激動の歴史を歩みながら、創立者井上円了の教育理念を継承してきました。
　哲学館創立以降に、円了は「余資なく、優暇なき者」のために「社会教育」と「開かれた大学」を目指して活
動を開始しました。その一つに、学校開設の翌年から『哲学館講義録』を発行して、通学できない者に
も勉学の機会を与えました。これは当時としては画期的なことであり、この精神は現在の通信教育部
に受け継がれています。
　さらに、円了は30代から生涯続けることになる全国巡講を始めています。統計の残っている明治39
年から大正7年までの13年間で、全国60市、2198町村において5291回の講演を行い、社会教育に力を入
れました。明治の日本に新しい教育の扉を開こうとした円了の情熱がうかがえます。この心を引き継
いで現在の東洋大学では「開かれた大学」を目指し、講師派遣事業や公開講座など、地域のみならず
全国の人々に生涯学習の場を提供しています。

建学の理念と創立者　井上円了
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　基盤教育科目において幅広い知識・教養を身につけ、学科専門教育科目において、

学問領域を深く体系的に学ぶことができるよう、本学の学士課程教育が構成されて

います。
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　ます。学籍異動等の取り扱いは、学則上の学期日程（春：４月1日～９月30日、

秋：10月1日～３月31日）で取り扱います。

※学年暦（キャンパスカレンダー）の詳細は、大学ホームページ（https://www.

toyo.ac.jp/about/schedule/）で確認してください。

※2024年度からは授業時間が変更になります。
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時間割作成

る。

履修登録（自宅等の学外からも可）
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してください。
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申請時期 結果通知 単位認定時期

１月 ３月下旬 翌年度春学期末

７月 ９月上旬 秋学期末

４月（履修登録期間）※ ５月上旬 春学期末
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　TGLプログラムは、東洋大学生が国内外で活躍できるグローバル人財となるた
めに、「異文化環境における英語運用表現能力」、「多文化共生社会における価値
創造能力」、「異文化環境における課題解決能力」の３要素を強化することを目的
としています。これらの目的に沿って、「Gold 東洋グローバルリーダー最優秀賞」

「Silver 東洋グローバルリーダー優秀賞」「Bronze 東洋グローバルリーダー敢闘
賞」のランクごとに７つの認定要件を定め、各要件を満たした学生をToyo Global 
Leaderとして認定します。

　下記のとおり、ランクごとに認定要件が設定されています。

認定要件 TGL Gold TGL Silver TGL Bronze

（１）英語能力（TOEIC® L＆R） 730点 590点 ―

（２）外国語による授業科目の修得 40単位 20単位 10単位

（３）外国語によるレポート・論文等執筆 必須 ― ―

（４）海外留学・インターンシップ 必須 どちらか 
を必須

―

（５）海外アクティビティ 必須 ―

（６）東洋グローバルリーダー（TGL）キャンプ 必須（運営） 必須（参加） 必須（参加）

（７）Toyo Global（TG）ポイント 30ポイント 20ポイント 10ポイント

　１．認定要件

　　　およびIPテスト）のほか、TOEFL iBT®、TOEFL ITP®、IELTS™、CASEC 
のスコアをTOEIC® L＆Rスコアに換算します。なお、スコアは在学中に受
験したものに限ります。

（３）外国語によるレポート・論文等執筆
　　　　下記 a. b. c. のいずれかに当てはまるレポート・論文等を執筆し、a. b. に

ついては、指導教員の確認書と共に提出することで認定します。
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　※要件（４）（５）については、オンラインプログラムも付与対象になる場合がござ
います。適用条件などの詳細はToyoNet-ACEの「TOYO GLOBAL DIAMONDS

（国際交流情報）」コースを確認してください。

【TGLプログラムの仕組み】
　一度の取り組みで複数の認定要件に当てはまる場合があります。

＜例＞
　東洋グローバルリーダー（TGL）キャンプに参加した。

認定要件 結　　果
（６）東洋グローバルリーダー（TGL）キャンプ ⇒ 認定（参加）

（７）ToyoGlobal（TG）ポイント ⇒ １ポイント付与（半日のプログラム）
２ポイント付与（１日のプログラム）

＜例＞
　交換留学で１年間海外渡航（TOEFL ITP®550点を保有）。
　留学先で英語による専門科目５科目を修得、東洋大学で５科目×２単位＝10単位
が認定された。

認定要件 結　　果
（１）英語能力 ⇒ 認定（TCEIC®L＆R730点に換算）
（２）外国語による授業科目の修得 ⇒ 10単位加算
（４）海外留学・インターンシップ ⇒ 要件クリア
（５）海外アクティビティ ⇒ 要件クリア
（７）Toyo Global（TG）ポイント ⇒ 30ポイント付与

　　　※２回以上の参加で、自動的に運営スタッフとなります。
補助者
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IELTSⅠ：IELTS™を受験したことがない学生に推奨
IELTSⅡ： IELTS™4.5点程度（TOEFL ITP® 470～500点未満）の学生が対象。（白

山キャンパスでのみ開講）
PSA（留学準備コース）： IELTS™5.0点程度（TOEFL ITP® 500点以上）以上の学

生が対象。（白山キャンパスでのみ開講）

の２つの科目に分かれています。春学期にListening/Speaking、秋学期にReading/
Writing科目を開講します。
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　　　※生命科学研究科以外の本学大学院研究科の先行履修を希望する場合は、各

大学院の教務担当窓口へお問い合わせください。

　　　　（必ずしもその他の研究科の授業を先行履修できるわけではありませんの

でご注意ください。）
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５）

　　　　⑦次の a. b. c. を含む大学及び関係諸機関との手続きを不備なく行っていること。

　　　　　a.  実習前年度の９月までに、実習受入の内諾を受け大学に文書で通知がきていること、または実習の申請

に必要な手続きを完了させていること。

　　　　　b. 大学指定の誓約書に署名・捺印のうえ所定の期日までに提出していること。

　　　　　c. 教育実習料を所定の期日までに納入していること。

　　　　⑧教育実習実施年度の４月に大学の健康診断を受診し、心身ともに健康であること。

　　　　⑨麻疹（はしか）の抗体検査・予防接種を行い、免疫があると認められていること。

　　　　⑩母体保護のため、実習開始日が妊娠中もしくは出産から８週間以内でないこと。

　　　　⑪実習校が所在する各都道府県教育委員会に、特別な定めがある場合は、それを満たしていること。

⑪
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６）

　　　受入先の都合を考慮したうえ埼玉県教育委員会および埼玉県社会福祉協議会が希望者一人ひとりの日程と受入

先を調整・決定します。個人的な事情や要望（サークル、アルバイト、海外留学、就職活動等）による日程・受
入先の指定や変更（また、このことに関する個人交渉）・辞退は一切できないので、参加希望者はこの点を了承
し、自己の予定を調整したうえで体験に臨んでください。

埼玉
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学生の入学年度の納付金を適用します。
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中旬
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入期限までに休学許可願を板倉事務課に提出し、休学に必要な費用を納入して

納入期限　５月31日

納入期限　11月10日
限

修学の意思がない場合は、上記（１）に記載の納入期限までに退学許可願を

板倉事務課に提出してください。

と
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板倉・白山・川越・赤
羽台のキャンパスで
発行可能です。
※ 当該年度に本学の

健康診断を受けた
者のみ

別途お知らせします。

　「証明書コンビニ発行サービス」を導入しています。詳細についてはホーム

ページで確認してください。
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⑤ワシントンセンター
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　⑤�ワシントンセンター
　　（TWC）

https://www.toyo.ac.jp/international-exchange/ies/ryugaku_prep/

scholarship/international-scholarships/
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　学位授与権を持つ大学およびその附属語学学校（学部学生のみ２年制大学及び
附属語学学校を含む。）。

　休学手続きを行う前に、国際教育センターへ休学期間中の留学について届出を
行う必要があります。手続き詳細については、本学webサイトを参照
してください。

　長期留学および協定校語学留学に出願する学生は、留学終了（帰国）後に最短で
卒業および諸資格取得を可能にするため、不明な点がある場合は必ず留学出願前に
板倉事務課窓口で相談してください。また、帰国後の履修手続きについて注意すべ
き点（継続履修および学年進行に関わる科目、帰国後の授業科目の履修・成績（卒
業要件、資格取得要件等））がありますので、留学決定後にも必ずすみやかに板倉事
務課窓口で相談してください。
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Net-ACE（トヨネットエース）」、キャンパスライフを充実させるためのツールと

して「東洋大学公式アプリ」が提供されています。

東洋大学公式アプリ 大学からの重要な情報提供やキャンパスライフで困ったときに役立つ情報、学びを

より豊かにしていくための機能を搭載しています。
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2023
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／病態組織学、動物生理学、発生・再生生物学

脳科学、基礎化学、分析化学、医用工学概論、キャリアデザインⅠ、全学総合（SDGs実践講座）
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Ph.D.（応用物理）

博士（農学）Ⅵ
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　水曜日　３限目　13：20～14：50
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KOSHIBA－TAKEUCHI, Kazuko

Ⅵ
教
員
紹
介

－ 122 －



Ⅵ
教
員
紹
介

－ 123 －



　生物統計学、情報処理基礎、情報処理演習、公衆衛生学

　統計学などを担当しています。みなさんが大学４年間で科学的な思考を身につける基礎とし
て役立つよう願っています。
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2013年度　食環境科学部　履修要覧

2013年４月発行

編集
発行　　東洋大学食環境科学部

〒374－0193　群馬県邑楽郡板倉町泉野１－１－１

再生紙を使用しています

2015　生命科学部　履修要覧

2015年４月発行
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